騎士：「！」

騎士は起き上がってあたりを見回す。数の差から劣勢に陥っていた戦いは既に止み、巨大な蟻と仲間の大臣がなにやら論議していた。忍者の姿はない。

神官「気がついたみたいですね。」

騎士「それで、どうなったのだ？」

神官「どうやら、あの巨大な蟻はこの巣穴のボスで、荒事が好きでは無いようです。それで、無傷で脱出させてくれる条件を大臣と忍者が交渉に行きました。」

騎士「む、交渉か…。ならば、下がっているか」

やがて大臣がやってきた。

大臣「折り合いがついた。急いで引き返すぞ。」

神官「お疲れ様です」

大臣「こんなところは早く立ち去ろう。」

　一行は巣穴を出る。

忍者「大臣殿、任務完了でござる」

突然巣穴が崩壊を始める。

騎士「何が起こった！？」

大臣「何、わしが時間を稼いでいる間に爆破工作を頼んだまでだ」

騎士「なんだと！？そんな卑怯な！」

神官「彼らは親切にしてくれたではないですか！」

大臣：
「え？これってそういうゲームでしょ？」
《大臣:“一を聞いて十を知る”エフブラック》

《騎士：“佳人薄命”ラヴォオン》

《神官：“麻布でも一、二を争う”シファリサ》

《忍者：“落下ダメージの”モロヤ》

国王：ぐ・・・。なんとか生きていたようじゃ・・・。

　国王は気絶から起き上がり、あたりを見回す。迷宮の星が輝き、退路が岩で崩れていることと、王宮の皆がいなくなっていることを国王に伝える。

国王：ぐ、そんなにこのわしが死人に見えたのか・・・？

　　　・・・まてよ？たしか、あの時・・・？

―――国王：「ぐはぁ!」

　　　神官：「国王！今回復いたします。」

　　　大臣：「神官！騎士を優先させろ！国王は後だ！」

　　　神官：「でも！」

　　　大臣：「いまこの場を切り抜けるにはそうするしかない！」

　　　
　　　そうこうするうちに、あたりになにか粉のようなものが漂い始める


　　　そして、あたりに閃光が走った。

つぎの瞬間、衝撃が襲った。

　　　そこから、記憶はない。

国王、にわかに笑い始める。目の色はむらさきに、背後には陽炎が出来ている。

国王：「ふっふっふっふっ・・・。大臣め、わしの回復を遅らせおって。それに、国王を放置して、挙句ここから出てこられないようにふたをした。なるほど、これで国は奴に掌握されたということか。フッフッフ･･･ひゃーっはっはっは！」

既にその風体はかつての国王ではなく、かつて五人の騎士が魔道書のしおりに封印したといわれる魔王、「モンゴー・ザ・ブラック」のそれであった。

国王：「全員、殺す」
（国王：“定かならざる”ジェイラアード）

魔王は、雄たけびを上げると、憎しみを宿した目で老人を睨みながら、倒れた。

少女と老人による前後からの特攻によって、遂に魔王、<モンゴー・ザ・ブラック>はその場に倒れた。すぐさま老人は魔王に止めを刺し、状況を確認した。

騎士の従者であった少女と、大臣の秘書官たる老人。生きているのはそれだけだった。既に、この二人を除いたランドメイカーは魔王の凶刃に倒れ、息絶えていたのだ。

　その老人は死体を片付け、誰もいない夕食のテーブルの料理を下げさせる。そして、一人で座って考えていた。

国に復活薬はひとつ。死人は５人。国王は魔王。生きているのは従者二人。
誰を蘇生させても、国は成り立たないだろう。

今の彼には、そう思えた。

老人は、ふと、傍に飾ってあったご神体を見た。

これは、さる有名な冒険者から貰ったものだ。何でも、倒した敵の姿形をとてもリアルに作った、というよりは、いわばその敵の死体そのものだそうだ。

そこに少女がやってきた。

そしてこけた。

テーブルが振動した。

復活薬のビンが落ちた。

ガラスが割れ、中身があたりに飛び散った。

老人が少女を叱るよりも早く、「ご神体」が動いた。

そのご神体は

「大天使」（知能：愚か）だったのである。

「ご神体」が０と１の羅列で何かを発信しているが、そんなもの解読できるはずがない。交渉は不可能だろう。老人は、詳しいデータを知るために、隣の部屋にいる博士ファーレンを大声で呼びながら、その「ご神体」を前に、国のことを考えていた。

『さすがにこれ以上は持たないよな』と思った。
（忠実なる従者　　“火星でも１、２を争う”ラクノス）

逸材のファーレンさんは凄い人でした。

まさか大天使の二進法を解読して、通訳してくださるなんて。

おかげでなんとか交渉は出来、大天使は引き上げてくださいました。どころか、『羽兜の乙女』を国王として遣わしてくださいました。

でも、そのかわり、死んだランドメイカーのご遺体がすべてエレベーターで運ばれてしまったのです。国を挙げて葬式をして、エレベーターに…。

きっと、その遺体を死告天使が食べ、魂は護国天使として封じられ、永久に天界の僕として働くようになってしまうのでしょう。

死後も永久に続く苦しみ。幾ら迷宮の掟とはいえ、なんてむごたらしいことでしょう。ぶるぶる。

ま、正確には交換条件だったんですけどね。

（従者　“死人に口無しの”テテュス）
